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問
題 

                        
 

     

 
全国学力・学習状況調査の結果より 

 

敦賀市立角鹿小学校 
 
  ４月１８日に、６年生を対象とした全国学力・学習状況調査が行われました。本校の６年生は、国語

・算数において県平均・全国平均を上回る結果となりました。結果から見えてきた角鹿小学校児童

の特徴についてお知らせします。 

  今回の調査で見えてきた課題を克服し、成果をさらに伸ばしていけるように、学校全体で取り組

み、さらなる向上を目指していきます。 
 

１ 教科に関する結果から  

◎国語  

 【特に正答率の高かった設問】  

〇文章の種類と特徴について理解する問題  

○話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心をとらえる問題（インタビュー） 

 【課題】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【対策】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・教科学習のまとめの場面だけでなく学

級会など話し合う際にも、図表やグラ

フを用いて表現する場をより多く設定

していきます。 

･自分の考えを書く場面では、指定され

た条件を意識しながら書く機会を増や

していきます。 

･より条件を意識できるよう、書き上げ

たものをお互いに読み合い批評する場

面を増やします。 

 

正答の条件 以下の 2 つの条件を満たしている必要がある。  

㋐【川村さんの文章】のグラフから分かること、【カード④】から分かることが書いてある。  

㋑問題点の解決方法について【カード⑤】をもとに書いてある。  

図表やグラフなどを用いて、自分の考

えが伝わるように条件に合わせて書

き出し方を工夫すること 

（下記の問題） 
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◎算数 

【特に正答率の高かった設問】 

○ 数量の関係に着目し、変化の特徴を読み取ったり説明したりする問題 

○ データを活用し、違いを読み取る問題（複数の棒グラフの組み合わせに関する問題） 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

【対策】 

 

問題①                     問題② 

 

  

 

 

 

 

 

 

図形の面積の大小を判断し、その理由を数

学的な用語や数を用いて記述すること 

（下記の問題①） 

百分率で表された割合について理解するこ

と         （下記の問題②） 

・授業の中で、理由を述べたり、書いて説明

したりする活動を充実させます。 

・底辺、高さ、辺の長さや角の大きさなどに 

着目し、図形の意味や性質を基に、数学的

な用語を正しく用いて説明する場をつくり

ます。 

・割合についての理解が深まるように、日常

の場面に対応した割合の問題を取り入れま

す。 

・ノートに図や式などを書いたり、基準量と 

比較量の関係を表に書いて表したりする 

とともに、問題場面を具体的にイメージ 

させ、理解が深まるようにします。 

 

（正答）３ 
 
㋐２つの三角形の底辺の長さが等しいことを表すことば
や数 

㋑2 つの三角形の高さが等しいことを表す言葉 
 

両方を説明の中で記入することが必要である。 

（正答）ウとエ 
 
本設問では，示された基準量と比較量から、割合が 30％に
なるものを２つ選ぶ必要がある。 
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 ２ 学習状況調査より  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【特に良好であった点】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】  

 

 

 

 

 

 

 

【対策】  

 

 

 

 

 

 

 

今後も、教職員一同力を合わせて、[学校教育目標 これからの社会をたくましく生きる力を

持つ児童生徒の育成の実現］に努めてまいります。ご理解とご協力をお願いいたします。  

「人が困っているときは、進んで助けていますか」「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思

いますか」「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」などの項目で、「あてはまる」と答えた児童の割

合が高く、本校が取り組んでいる「ポジティブ教育」や小中間での交流の成果が表れていると思われま

す。 

本校の児童は、地域の行事への参加も多いことが分かります。日頃より、地域の教育資源を活かし、地域

の方とのふれ合いを大切にした成果であると受け止めています。今後も地域の伝統や文化への理解を深

め、多くの学びを得る機会を大切にしていきたいと考えます。 

･生活リズムが崩れやすい。  

･家庭での学習時間が短い。  

･本 や新 聞 などを読 む時 間 （機

会）が少ない。 

･将来の夢や目標が持てない。 

 

･生活リズムの重要性について考えられように  

支援していきます。   

･本や新聞記事に触れる機会を計画的に取り入

れ、新しい知識や情報に触れる楽しさを感じら

れるようにします。  

･キャリア教育に力を入れ、自分の将来について

考える機会を増やします。  


